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発
行
に
あ
た
っ
て 

 

会
長 

岩
﨑 

信
一
郎 

 

 
 

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
海
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成
２
７
年
の

法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
１
９
名
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
３
０
名
の
合
わ
せ
て

４
９
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。 

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
許
可
申
請
に
伴

う
審
議
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
、
農
業
者

年
金
の
推
進
、
情
報
活
動
と
し
て
の
全
国
農

業
新
聞
の
普
及
活
動
な
ど
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。 

今
年
度
は
農
地
を
お
持
ち
の
方
に
農
地

利
用
最
適
化
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
す
。 

こ
れ
は
地
域
の
５
～
１
０
年
後
の
農
地

の
利
用
が
ど
う
な
る
の
か
、
だ
れ
が
（
個
人
）

ど
う
い
っ
た
組
織
が
（
法
人
）
農
地
を
耕
し

て
く
れ
る
の
か
、
地
域
の
将
来
像
を
真
剣
に

話
し
合
う
資
料
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

耕
作
放
棄
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
化
を
い

か
に
防
止
す
る
か
、
ま
た
、
担
い
手
が
少
な

い
中
で
、
優
良
農
地
で
残
す
べ
き
農
地
と
、

条
件
不
利
地
域
で
非
農
地
と
す
る
農
地
に

分
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。 

西
海
市
で
は
大
型
基
盤
整
備
に
よ
り
効
率
の

良
い
農
地
で
の
営
農
を
目
指
し
て
各
地
で
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
う
し
た
農

地
を
中
心
に
西
海
市
の
農
業
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
以
上
優
良
な
農
地
を
荒
ら
さ
な
い
為
に

は
多
く
の
方
々
が
直
売
所
用
野
菜
や
自
給
的
菜

園
な
ど
少
し
で
も
農
地
を
耕
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
重
要
か
と
思
い
ま
す
。
西
海
市
の
豊
か
な

景
観
を
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

各
地
域
に
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
何
か
農
業
問
題
で

ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

今
後
と
も
西
海
市
の
農
業
が
発
展
す
る
よ
う 

農
業
委
員
会
も
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

      

  

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た 

 

 

令
和
２
年
２
月
２
６
日
に
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
第
３
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、「
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す

る
意
見
書
」
を
西
海
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

Ⅰ
 

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
・
集
約
化 

Ⅱ
 

農
地
流
動
化
を
促
進
す
る
た
め
の
基
盤
整

備
の
推
進 

Ⅲ
 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
関
す
る

施
策
の
実
施 

Ⅳ
 

新
規
参
入
等
に
関
す
る
支
援
等 

Ⅴ
 

女
性
農
業
者
等
の
確
保
・
育
成 

な
ど 
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～
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
～ 

 
み
な
さ
ん
は
農
地
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す

る
際
に
ど
う
い
う
手
続
き
が
必
要
か
ご
存
知
で

す
か
？ 

農
地
の
貸
し
借
り
や
売
り
買
い
を
す
る
と
き

に
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
、
農
業
委
員
会
へ
の
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
次
に
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。 

ケ
ー
ス
１ 

 

自
己
所
有
の
農
地
に
家
を
新
た
に
建
て
よ
う

と
考
え
て
い
る
。 

→
農
地
法
第
４
条
申
請
が
必
要
で
す
。 

 

ケ
ー
ス
２ 

あ
る
夫
婦
が
新
居
を
構
え
る
為
に
、
西
海
市
内

の
知
り
合
い
の
土
地
の
購
入
を
検
討
。
と
こ
ろ
が
、

候
補
地
で
あ
る
土
地
の
地
目
が
「
田
」
だ
っ
た
。 

→
農
地
法
第
５
条
申
請
が
必
要
で
す
。 

 

そ
の
他
の
注
意
点 

※
農
地
が
農
用
地
区
域
の
場
合
は
農
業
以
外
の

利
用
目
的
で
使
用
で
き
な
い
た
め
、
区
域
内
か

ど
う
か
の
確
認
が
必
要
で
す
。 

※
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
し
た
り
、
許
可

に
か
か
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
等

の
命
令
や
懲
罰
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。 

※
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
手
続
き

の
種
類
に
よ
っ
て
は
年
金
の
支
給
に
影
響
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

申
請
書
類
提
出
締
め
切
り 

毎
月
１
４
日 

※
締
め
切
り
日
が
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は
、 

翌
開
庁
日
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
へ
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

 ～
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
～ 

 

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
農
地
の
利
用
状
況
調

査
を
４
月
か
ら
６
月
頃
に
か
け
て
行
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
市
内
全
域
を
調
査
区
域
と
し
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
航
空

写
真
等
を
も
と
に
、
各
地
区
の
耕
作
状
況
を
一
筆

ご
と
に
現
地
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

調
査
時
に
皆
さ
ん
の
所
有
地
に
入
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

農
地
を
管
理
し
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、
雑
草

の
繁
茂
に
よ
る
病
害
虫
の
発
生
、
有
害
鳥
獣
の
潜

入
、
繁
殖
な
ど
の
原
因
と
な
り
、
近
隣
農
業
者
や

周
辺
住
民
に
大
き
な
迷
惑
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
草
刈
り
、
除
草
等
を
行
い
、
農
地

を
適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
農
地
の
貸
付
や
譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
地
元
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
又
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い 

 

このようなとき 必要なもの 許可等 申請先 

農地を売買、貸し借

りするとき 

農地法第３条 

農業経営基盤強

化促進法 

許可申請書一式 

農業委員会

の許可が必

要 

西海市農業 

委員会事務局 

 

ＴＥＬ 

37-0080 

農地を農地以外に使

うとき（農地の転用） 

農地法第４条 

許可申請書一式 
農業委員会

を経て、県

知事の許可

が必要 

農地を売買または賃

借し、農地以外に転

用するとき（農地の

権利移転を伴う転

用） 

農地法第５条 

許可申請書一式 
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～
西
海
市
農
業
委
員
会
研
修
に
つ
い
て
～ 

 

農
業
委
員 

水
嶋 

政
明 

  

令
和
元
年
９
月
５
・
６
日
に
大
分
県
に
研
修
に

行
き
ま
し
た
。
農
業
委
員
と
な
っ
て
初
め
て
の
県

外
研
修
に
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
日
々
の
委
員
活

動
に
活
か
せ
る
よ
う
に
参
加
し
ま
し
た
。 

大
分
へ
の
道
中
、
車
内
か
ら
外
を
眺
め
て
い
る

と
田
畑
は
、
ど
の
県
で
も
害
獣
に
よ
る
被
害
が
あ

る
よ
う
で
、
耕
作
地
を
ワ
イ
ヤ
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

柵
で
囲
っ
て
い
る
風
景
が
多
く
あ
り
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

訪
問
し
た
中
津
市
は
人
口
８
４
，
２
１
４
人
、

３
９
，
２
２
８
世
帯
と
西
海
市
の
約
３
倍
の
人
口

規
模
で
す
。
平
坦
地
の
中
津
・
三
光
地
区
は
米
、

麦
・
大
豆
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
、
中

山
間
地
の
本
耶
馬
渓
・
耶
馬
渓
・
山
国
地
区
は
、

限
ら
れ
た
耕
作
地
に
果
樹
・
野
菜
・
畜
産
な
ど
行

う
複
合
型
農
業
と
聞
き
ま
し
た
。 

水
田
地
区
の
基
盤
整
備
は
終
わ
り
、
今
後
中
山

間
地
区
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
行
く
と
の
こ
と
で

し
た
。 

後
継
者
不
足
は
中
津
市
で
も
課
題
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地
集
積

や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
取
組
は
さ
す
が

先
進
地
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

儲
か
る
農
業
、
未
来
あ
る
農
業
を
目
標
に
、
日
々

活
動
・
研
鑽
さ
れ
て
い
て
、
肥
培
管
理
の
省
力
化
・

合
理
化
に
様
々
な
工
夫
や
研
究
を
重
ね
て
い
ら
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。 

研
修
終
了
後
に
、
中
津
市
農
業
委
員
会
長
と
個

別
に
話
が
で
き
ま
し
た
。
会
長
は
施
設
栽
培
を
大

規
模
に
手
掛
け
、
法
人
化
も
実
現
さ
れ
、
先
進
技

術
を
導
入
し
た
農
業
へ
の
取
り
組
み
も
熱
心
で
、

後
日
個
人
的
に
改
め
て
伺
い
た
い
と
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、「
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
」
と
快
く
返
事
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

 

２
日
目
に
日
本
製
鉄
株
式
会
社
大
分
製
鉄
所
を

視
察
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
の
研
修
で
な
ぜ
製

鉄
所
に
と
感
じ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
実
は

製
鉄
の
工
程
の
中
で
発
生
す
る
転
炉
ス
ラ
グ
が
産

業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
な
く
化
学
肥
料

と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

ア
ル
カ
リ
性
の
資
材
で
苦
土
石
灰
の
代
用
品
と

し
て
利
用
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
製
鉄
現
場

も
視
察
し
ま
し
た
。
規
模
が
と
て
も
大
き
い
こ
と
、

製
鉄
場
内
が
非
常
に
暑
か
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。 

一
村
一
品
運
動
で
有
名
な
大
山
町
の
直
売
所
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
当
時
の
勢
い
は
少
し
薄
れ
た

も
の
の
、
特
産
品
の
梅
は
い
ま
だ
に
価
値
が
高
く

生
産
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
結
果
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

 

 

研
修
を
終
え
感
じ
た
こ
と
は
農
業
者
の
た
め
の

活
動
を
心
が
け
、
日
々
研
鑽
を
つ
づ
け
、
西
海
市

の
農
業
及
び
自
分
自
身
の
農
業
の
将
来
も
見
据
え

た
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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農
地
の
権
利
設
定
・ 

 

権
利
の
移
動
に
つ
い
て 

個
人
や
法
人
の
方
が
、
耕
作
目
的
で
農
地
を
売
買
又

は
貸
借
す
る
場
合
は
、
法
的
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
行
う
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
農
業
委
員
会
の
許

可
を
受
け
る
方
法
（
農
地
法
）
と
、
市
町
村
が
定
め
る

「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
」
に
よ
り
権
利
を
設
定
・
移

転
す
る
方
法
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
）
が
あ
り

ま
す
。 

（
注
）
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
賃
借
権
は
、
期
間

が
満
了
す
れ
ば
、
貸
し
手
は
農
地
を
自
動
的
に
返
還
し

て
も
ら
え
ま
す
。
一
方
、
農
地
法
に
基
づ
く
賃
借
権
は
、

期
間
が
満
了
し
て
も
、
賃
貸
借
は
解
約
さ
れ
ま
せ
ん

（
解
約
の
合
意
が
な
い
限
り
、
法
定
更
新
）
。 

 

農
地
転
用
制
度
に
つ
い
て 

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以
外
の
住
宅
や
駐
車

場
な
ど
に
す
る
場
合
に
所
有
権
等
の
権
利
設
定
と
併

せ
て
県
知
事
ま
た
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け

て
行
う
も
の
で
す
。 

転
用
許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
の
転
用
を
し
た
場

合
は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
原
状
復
帰

す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

農
地
改
良
に
つ
い
て 

農
地
の
保
全
も
し
く
は
利
用
の
増
進
と
い
っ
た
農

業
経
営
の
改
善
を
目
的
と
し
た
行
為
で
、
農
地
の
所
有

者
が
行
う
農
地
の
嵩
上
げ
や
、
田
畑
変
換
な
ど
の
工
事

を
行
う
場
合
が
農
地
改
良
と
な
り
ま
す
。 

農
地
改
良
を
行
う
場
合
は
農
業
委
員
会
へ
事
前
の

届
出
が
必
要
で
す
。 

 

農
地
の
相
続
に
つ
い
て 

農
地
を
相
続
し
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
届
出
が

必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

            

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か 

農
業
者
年
金
に
つ
い
て 

 

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老
後
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る

た
め
の
公
的
年
金
で
す
。 

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
な
ら
、
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

加
入
要
件 

・
年
間
６
０
日
以
上
農
業
に
従
事 

・
２
０
歳
以
上
６
０
歳
未
満
の
方 

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者 

 

農
業
者
年
金
の
特
徴 

① 

積
み
立
て
た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将

来
の
受
取
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
で
す
。 

② 

保
険
料
は
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
以
内
で
自
由

に
選
べ
ま
す
。
ま
た
、
途
中
で
月
額
を
変
更
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。 

③ 

任
意
脱
退
や
再
加
入
が
可
能
で
す
。 

要
件
に
よ
り
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。 

④ 

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

⑤ 

８
０
歳
ま
で
の
保
証
の
つ
い
た
終
身
年
金
で
す
。 

  

農
地
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て 

 

みなさんの購読のお申し込みをお待

ちしております 

-全国農業新聞を購読してみませんか- 

毎週金曜日発行 B3 版 8～10 頁建 

購読料：月 700 円[送料、税込み] 

 

購読のお申し込みは農業委員会まで 


